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道路パトロール業務のＤＸ化について 

 

道路施設の老朽化が進むなかで、道路損傷の早期発見と対応は、重要課題の一つです

が、対象となる路線延長は膨大であり、従来の人的なパトロール方法には、限界があり

ます。 

また、舗装の陥没などによる管理瑕疵事案も毎年度発生しており、道路の安全な通行

確保は、今後ますます重要となっています。 

  こうした課題を解決するため、道路パトロール業務をＤＸ化することについて、株式

会社イーグリッド（代表取締役ＣＥＯ 小村淳浩）から「道路上における異常検知にか

かる実証実験事業」の提案があり、令和５年８月から官民連携による地域課題解決検討

プロジェクトの一環として実証実験を共同で行ってきました。 

その取り組みについて、以下のとおり報告します。 

 

１ 実証実験の概要 

⑴ 道路パトロール車に搭載した車載カメラ（ドライブレコーダー）の映像を、ＡＩに

より分析し、道路損傷状況の自動検出（見落とし防止） 

⑵ 運行データ（軌跡）の集積により、効率的な巡回ルートを自動出力するシステムの

検討（道路損傷箇所の自動マッピング、効率的な巡回ルート策定） 

 ⑶ 自動検出の対象とした道路損傷は、ポットホール、陥没、クラック、路肩くずれ、

落石 

 

２ 実証実験のまとめ 

⑴ 道路損傷の早期発見（見落とし防止） 

現在の課題 ・損傷箇所の見落とし 

・人力による損傷発見のばらつき 

実証実験の 

効果 

・人力よりも非常に多くの損傷を発見可能 

（ポットホール、陥没、クラック、路肩くずれ、落石のみを抽出） 

  パトロール員による発見数：    ３件/車(１日あたり) 

  ＡＩ解析による発見数  ： １５０件/車(１日あたり) 

今後の課題 ・自動検出の対象とする事象の拡大（倒木、道路附属物の損傷等） 

評  価  ○（人力では見落としていた軽微な損傷も発見可能） 
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  ▼ 道路損傷発見のイメージ 

 

 

⑵ 修繕箇所の事前予測 

現在の課題 ・パトロール員の経験則による予測が主となる 

実証実験の 

効果 

・道路損傷について集中箇所の把握により、今後の発生予測が可能 

今後の課題 ・集中箇所の自動判別 

・予測の妥当性検証 

評  価  ○（損傷発見箇所のマッピングにより損傷多発地点の見える化） 

 

▼ 道路損傷箇所のマッピングのイメージ 
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⑶ 巡回ルートの自動構築 

現在の課題 ・方策なし 

実証実験の 

効果 

・修繕対象の巡回ルートの設定が可能 

今後の課題 ・修繕対象の優先度付け方法（道路損傷のトリアージ）の確立 

・効率的な巡回ルートの設定 

評  価  △（修繕対象の巡回ルート設定は可能だが、優先度付けは今後の 

検討課題） 

 

⑷ 業務の効率化 

現在の課題 ・人力による損傷発見、日報作成及び集計作業の省力化 

実証実験の 

効果 

・ＡＩ解析による損傷発見の効率化 

・集計作業の自動化による効率化 

・損傷箇所の地図情報システムへのマッピングによる見える化 

今後の課題 ・集計データの更なる有効活用の検討（道路改良計画、災害防除等） 

評  価  ○（事務作業の軽減が可能） 

 

 ▼ 日報作成及びパトロール履歴のイメージ 
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３ システムの導入に係る必要経費 

システム導入に係る必要経費については、６月議会補正予算に計上しています。

【補正予算額】５,１６０千円 

⑴ 内訳

[単位：千円] 

システム構築費 ３，７４０ 

システム運用費（令和７年１０月～令和８年３月：６か月） １，２６４

ドライブレコーダー購入費（１台） １５６ 

⑵ 財源

[単位：千円] 

新しい地方経済・生活環境創生交付金（デジタル実装型）（国 1/2） ２，５８０ 

一般財源 ２，５８０ 

４ 導入スケジュール（案） 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 

 

５ 今後の検討課題 

⑴ ＡＩ判定項目の追加拡大（支障木・道路付属物など）

⑵ ＡＩ判定する損傷箇所の優先度の調整（道路損傷のトリアージ）

⑶ パトロール体制とＡＩ発見から修繕完了までのルーティンの確立

⑷ 他の車両へのドライブレコーダー搭載の検討（例：スクールバスなど）

システム構築

実験結果

整理・集約

入札 

６月補正 

運用テスト

本格運用 


